
広島労働局・福山労働基準監督署

事業者のみなさまへ

全国では、職場における熱中症によって、令和４年から３年連続で30人以上の
方が亡くなられている状況にあります。
また、熱中症による死亡災害のほとんどは「初期症状の放置・対応の遅れ」が原

因となって発生しています。このような状況を踏まえ、熱中症の重篤化を防止する
ため、労働安全衛生規則が改正されます。

広島県の職場における熱中症の発生状況

熱中症対策の強化について

熱中症を生ずるおそれのある作業（※）を行う際に、
①「熱中症の自覚症状がある作業者」
②「熱中症のおそれがある作業者を見つけた者」

がその旨を報告するための体制（連絡先や担当者）を事業場ごとに
あらかじめ定め、関係作業者に対して周知すること

熱中症を生ずるおそれのある作業を行う際に、
①作業からの離脱
②身体の冷却
③必要に応じて医師の診察又は処置を受けさせること
④事業場における緊急連絡網、緊急搬送先の連絡先及び所在地等

など、熱中症の症状の悪化を防止するために必要な措置に関する内
容や実施手順を事業場ごとにあらかじめ定め、関係作業者に対して
周知すること

今回の改正内容

※WBGT（湿球黒球温度）28度又は気温31度以上の作業場において行われる作業で、
継続して1時間以上又は1日当たり4時間を超えて行われることが見込まれるもの

参考例等は裏面を
ご確認ください

１

２

令和６年の死傷者数（死亡者及び休業４日以上）は、対前年比で２人の増加。
令和６年の死亡者は１人で、建設業（土木工事業）で発生しています。

(R7.5)

１ 見つける（報告するための体制）

２ 判断し、対処する（手順作成）



１ 見つける（報告するための体制）

報告先の連絡先・担当者を定めておきましょう。
また、報告を受けるだけでなく、熱中症の症状のある作業者を積極

的に把握しましょう。
職場巡視

双方向での定期連絡

ウェアラブル
デバイス等
の活用

バディ制の採用

リーフレット

その他具体的措置については、
今後、通達等により示される予定です。

パンフレット パブリック
コメント リーフレット 実施要綱
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「職場における熱中症対策の強化について」 「STOP！熱中症クールワークキャンペー
ン」

２ 判断し、対処する（手順作成）

定めた体制・手順は
関係労働者に周知しましょう

１ 見つける（報告するための体制）の参考例

２ 判断し、対処する（手順作成）の参考例


